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　県内の学校や、生涯学習関係機関、並びに国際交流団体等が国際理解の促進を目的とした事業を行う際に、
外国人等講師や参加型学習のためのファシリテーターを派遣する制度です。参加者に、外国人と直接対話
する機会や、開発教育のワークショップ等を体験する機会を提供することによって、国際理解を深め、国
際社会で活躍できる人材の育成を図ることを目的としています。

♦中国について初めて聞く事ばかりでとても面白かった
です。中国のことをもっと知りたいと思いました。
♦中国の服を着て楽
しかったです。切
り絵や中国の遊び
を、もっと長い時
間やっていたかっ
たです。
♦中国語を覚えたい
と思うようになり
ました。

♦実物を見ることができて嬉しかったです。
♦日本語で分かりやすく話してくれて良かったです。
♦スライドや資料が綺
麗で分かりやすかっ
たです。
♦他の国のことがよく
知れました。
♦私たち児童の発表を
真剣に聞いてくれて
嬉しかったです。

♦中国の文化・歴史・気候について、写真などの視覚教
材や、具体物を用いて分かりやすく説明してくださり
ました。また、紙工作や衣装体験も活動内容に組み込
んでいただけたことで、児童にとって中国の文化を身
近に感じることができ、中国への理解がより一層深ま
るような大変貴重な機会となりました。
♦講師の方が学校側の要望に応えてくださり、実際に
触ったり、踊ったり、遊んだりといった体験活動の数々
を用意して頂きました。児童たちも夢中になって楽し
んでいた姿がとても
印象的です。
♦用意された資料に児
童は興味津々でした。
学校職員の教材研究
だけでは語れない中
国の実生活について
聞くことができ、児
童だけでなく職員に
とっても大変有意義
な時間となりました。

♦母国語と日本語の共
通点や、母国の自然、
料理、日本でも馴染
みのある母国の会社
など、語学的な話か
ら、児童が興味を持
てる内容まで、限ら
れた時間の中で幅広
く話して頂けたので、
とても勉強になったと思います。
♦講師の方のお話が上手で、スライドも分かりやすかっ
たので、児童たちは熱心に聞いていました。また児童
からの質問にも丁寧に答えて頂き、総合的な学習の時
間における学習内容として、大変有意義な時間となり
ました。
♦現地の方だからこそ伝えられる内容が児童に伝わり、
国際理解に興味を持つことができたように感じます。
講師のお二人が用意して頂いた資料等も、児童たちは
興味深く見ていました。

とは

小学校事例

【児童の感想】

【先生の感想】

神栖市立軽野東小学校
学 校 長： 大里　恵
実施日時： 令和５年11月15日（水）　11：00～14：30
実施場所： 教室
対　　象： ３年生38名、４年生31名
講　　師： 王　傑さん/中国/各国事情紹介講師
【活動内容】

● 中国の文化・歴史・気候について
● 紙工作
● 衣装着用体験

【児童の感想】

【先生の感想】

古河市立古河第六小学校
学 校 長： 外山　薫
実施日時： 令和６年２月20日（火）　13：35～15：10
実施場所： 教室
対　　象： ５年生71名
講　　師： 王　清さん/中国/各国事情紹介講師

永野　アンナ　菜穂子さん/ブラジル/
各国事情紹介講師

【活動内容】
● 講師の自己紹介　 ● 出身国の文化紹介
● 伝統的な道具等の実物紹介
● 児童からの日本文化紹介
● 児童からの学習したことの発表

ワールドキャラバン
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♦中国で生活している同い年の中学1
年生を紹介して貰いました。国や親
が違うだけで自分とこんなにも生活
が違うことに驚きました。
♦ベトナムの発表で、国旗は国民が大
事にするものだと知りました。また
複雑に見えるブラジルの国旗につい
ては、「国旗を見ればその国の全て
が分かる」と講師の方から聞き、と
ても興味深かったです。別の国でも
試してみたくなりました。
♦サンバの音楽体験が特に楽しかったです。僕はマラカ
スのような楽器を担当しましたが、その他にもこれま
で出会ったことのない風変わりな楽器が沢山あると知
りました。「色々な種類の楽器」は「様々な民族の融合」
であって、サンバというのは「平和の象徴」であると
いう先生からの説明に共感しました。
♦ベトナムの生活と中国の生活が似ていると思いました。
ベトナムの戦争について聞いて、もう一度戦争の様子
を動画で見てみようと思いました。ベトナムはいつか
行ってみたいと思っていて、発表も分かりやすかった
ので、より強く行きたくなりました。

♦首につけるリングが印象に残りました。その地域では、
生まれてから亡くなるまでずっとリングを首に付けて
いるそうです。他にも、衣食住や各地の特色など、動
画を見ながら知ることができました。
♦建国の歴史や、民族文化を詳しくかつ分かりやすく教え
てくださったので、心に残りました。日本では見かける
ことがないものばかりを紹介して貰ったので驚きました。
♦国名は知っていたけど、知らないことばかりでした。
一番印象に残ったのは、ミャンマーではお茶の葉をお
菓子として食べることです。とても驚きました。他に
も、民族の伝統的な踊りについて知ることができました。
♦今回話を聞いて、ミャンマーの伝統や衣食住、国旗な
どについて知ること
ができました。特に、
各地域にあるダンス
の紹介が印象に残り
ました。今回の学習
を通して、日本人だ
けでなく、他の国々
の人との交流は大切
だということがわか
りました。

♦時間に限りがあった
にも関わらず、スラ
イドやクイズ、楽
器・民族衣装体験な
ど、生徒が興味の湧
く発表をしてくださ
り、とても実りのあ
るプログラムでした。
講師の方の出身国に
偏りが無かったことも非常によかったです。現地の人
のお話を聞くことが、どれほど生徒の心を動かすもの
なのかを、改めて感じることができました。反省点と
して、もう少し時間を確保できていれば、質問タイム
をしっかりと設けることができたと思いました。来年度
は、生徒たちがより主体的に参加できるよう、ワーク
ショップ形式による交流ができたらと考えております。

♦教科書だけではわからないことをたくさん紹介して頂
けたので、生徒だけでなく教員側としても大変勉強に
なりました。
♦事前に生徒に向けて実施したアンケートをもとに、講
師の方には発表内容を依頼しました。そして当日、こ
ちらの依頼に沿った内容で発表していただけたのでと
ても良かったです。
♦写真や動画がたくさ
んあり、視覚的に分
かりやすい発表スラ
イドを用意していた
だきました。また用
意して頂いたスライ
ドの内容に加えて、
口頭で補足説明して
いただきました。

中学校事例

【生徒の感想】

【先生の感想】

茨城県立並木中等教育学校
学 校 長： 深澤　美紀代
実施日時： 令和５年10月30日（月）　13：15～15：35
実施場所： 教室、総合実践室
対　　象： １年生160名
コーディネーター： 庄司　京子さん
講　　師： 馬　源さん/中国/留学生親善大使

グエン　ティ　クイン　チャンさん/ベトナム/留学生親善大使
大森　パトリシアさん/ブラジル/各国事情紹介講師
セイフェン　ジャワさん/フランス/県国際交流員（CIR）

【活動内容】
● 母国語のあいさつ　　　 ● 自己紹介
● 中国、ベトナム、ブラジル、フランスの紹介
　（子どもたちの生活の様子、学校、遊び、民族衣装、文化など）
● 質問タイム　　　　　　 ● 衣装の試着

【生徒の感想】

【先生の感想】

日立市立坂本中学校
学 校 長： 諸橋　正和
実施日時： 令和５年12月12日（火）　11：00～13：30
実施場所： 教室
対　　象： １年生４名、２年生14名
講　　師： ピェイ　ソン　アウンさん/ミャンマー/

留学生親善大使
【活動内容】

● 文化（衣食住）の紹介　　 ● 言語について
● 国内情勢について　　　　 ● 昼食会
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♦海外の方の話を聞く
機会はあまり無いの
で、貴重な時間でした。
話を聞いてインドネ
シアの食べ物や暮ら
し、宗教、民族など
色々なことを知るこ
とができました。
♦日本と比較して説明してくださったので、相違点や類似点
を見つけやすく、楽しく話を聞くことができました。イ
ンドネシアでも、文字はアルファベットを使用している
と知り、驚きました。地図で見るとあまり離れていませ
んが、日本と文化が大きく異なり、面白いと思ったので
他国についてもっと調べていきたいです。
♦ベトナムと日本の学校生活の違いや、季節の違いが印象的
でした。講師の方が日本に来てびっくりしたことは、色々
なものの値段が高いこと、寒いこと、と言っていました。
今日の授業を受けて、自分も違う国に行って、現地の環
境や学校生活など体験してみたいなと思いました。
♦私は世界遺産検定を通じて、ペルーについての知識が少し
あったのですが、深くは知りませんでした。今日こうし
て直接話を聞いたり民芸品を身につけたりできて良い機
会だったと思います。
♦都市によって民族衣装が異なること、じゃがいもが2000
種類あること、とうもろこしや豆が多く取れること、雨
や雪が降る地域と全く降らないところがあり、世界遺産
が沢山ある、と沢山の魅力に触れて、私もいつか行って
みたいなと思いました。

♦他の国のことももっと知りた
いと思わせてくれるワール
ドキャラバンでした。これ
からの世界を生きるために
は、ワールドパートナーシッ
プが必要で、他国との協力
のもと、世界を形成していか
なくてはいけません。国際
関係を良好にしていくため
にも、外国のことを積極的に
調べて、他国を尊重できる
世の中にしていきたいです。
♦日本で今問題になっている介
護者不足に対し、ベトナム
では「自分の家族を介護す
ることは当然だ」と話して
いて驚きました。もし、私
が発表者だったら日本人の
考え方を何と説明するか考えさせられ、この機会に日本
について見つめ直そうと考えました。
♦今まで教科書などで他国の様子を学ぶことはありましたが、
その国の人の言葉で聞くと、日本との異文化についてより
深く知ることが出来ました。日本は昔から他の国と隔て
ていて、独自の文化が発達していると聞いたことがありま
す。自分たちは自国の一部しか知らず、他国のことはもっ
と知らないと思ったので、講師の方のように、間違いを恐
れず交流する心の持ち方を生かしていきたいです。

♦いずれの講師の方もパワーポイントなどをご用意いた
だき、生徒が飽きないよう工夫されていました。
♦今回ワールドキャラバン講師として初参加の留学生の
方々にお越しいただきました。最初にお会いした印象
は、お二人とも緊張されている様子でしたが、しっか
り準備をされており、生徒たちも興味を持って授業に
参加している様子でした。また講師の方には民族衣装
をお持ちいただき、実際に羽織ってみた生徒もいて異
文化交流を楽しんでいるようでした。 ♦各講師の方々が、この行事に向けて大変な準備をされ

ており、感謝の思いでいっぱいです。スライドもとて
も素敵な仕上がりで、生徒が興味を持つクイズも用意
されており、普段はなかなか見られない生徒の笑顔に、
大変うれしい思いになりました。日本語を上手に使って、
自分の国について話される講師の姿を見て、同じ人間と
して親近感を持ち、もっとその国について知りたい、自
分の世界を広げたい、と考える生徒が出てきたことが
何よりもの収穫です。近い将来、広い視野で世界を考
え、今より平和な世の中を作ってゆく生徒たちが、この
ような体験をすることは大変意義があると考えます。

高等学校事例

【生徒の感想】

【先生の感想】

大 成 女 子 高 等 学 校
学 校 長： 額賀　修一
実施日時： 令和５年10月23日（月）　９：30～12：00
実施場所： 教室
対　　象： １年生98名、２年生106名
講　　師： サルワ　サルサビラさん/インドネシア/留学生親善大使

チャン　ズイ　クアンさん/ベトナム/留学生親善大使
田中　カテリネさん/ペルー/各国事情紹介講師

【活動内容】
●各講師による出身国や文化、言語などについての紹介

【生徒の感想】

【先生の感想】

茨城県立土浦第二高等学校
学 校 長： 深谷　靖
実施日時： 令和５年11月８日（水）　14：15～16：40
実施場所： 教室
対　　象： １年生320名
コーディネーター： 川又　喜代美さん
講　　師： クララ　カーリスマ　ブンガ　チャンドラさん/インドネシア/留学生親善大使

フィナンデャ　ファティハサリさん/インドネシア/留学生親善大使
パク　セヨンさん/韓国/留学生親善大使
張　若男さん/中国/留学生親善大使
ディン　チャン　トアンさん/ベトナム/留学生親善大使
エブラヒム　マスクートさん/イラン/各国事情紹介講師
赤塚　ダヤナンダニさん/スリランカ/各国事情紹介講師

【活動内容】
● �各クラスに講師２名が担当し、一人20分程度のプ
レゼンテーションを行い、その後グループで交流。

● 質疑応答
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♦ウクライナとネパールの言葉や文化、料理などについ
て知れてとても楽しかったです。
♦ウクライナ語で「ありがとう」という意味の単語を覚
えて、最後の感想発表時にその言葉を使うことができ
ました。そしてこれ
から、もっと色々な
言語を覚えたいと思
うようになりました。
♦ウクライナの民族衣
装を着ることができ
て嬉しかったです。
♦講師のお二人がとて
も優しくて、楽しい
時間を過ごすことが
できました。

♦マレーシアについて新たな
知識を得ることができ、日
本との違いについてもよく
理解できました。
♦マレーシアの紹介を聞き、
日常では触れられない文化
を知りました。
♦講師の方の日本語がお上手
で、紹介内容もよく理解で
きました。

♦動画や写真等視覚的な教材を用意して丁寧に説明して
くださったので、外国の生活について分かりやすく知
ることができました。また普段関わることのできない
外国の方と直接交流できたことは、生徒にとって大変
良い経験になりました。お二人の講師がいらしたこと
で、日本との文化の違いが分かり、良かったです。
♦講師の方々との連絡調整や、当日の流れを考えるなど、
難しいと感じることもありましたが、子ども達が異文
化に興味を持って、積極的に活動に取り組んでいて良
かったです。
♦講師の方２名とも、
資料等をたくさん準
備して頂いたのに、
時間が短かったこと
が心残りです。次の
機会があれば、もっ
と十分に交流できる
時間を設けたいと思
います。

♦多くの参加者が講師の方のお話を熱心に聞き、積極的
に講師へ質問する姿が見られました。またセミナー後
に開催したお茶会（交流会）では、マレーシアのお菓
子や飲み物について、講師の方と参加者が和やかに話
しており、交流を楽しむ様子が見られました。
♦マレーシアについて、パワーポイントや写真を使いな
がら、丁寧にかつ分かりやすく説明していただき、参
加者からも非常に好評なセミナーとなりました。海外
出身の講師の方と交流できたことは、参加者にとって
異文化を知るための大変貴重な機会となりました。
♦丁寧に、わかりやすく説明していただき、非常に良い
内容のセミナーとなりました。また、質疑応答やお茶
会（交流会）の際には、参加者からの多くの質問に真
摯に対応してくださいました。マレーシアの文化や、
日本との違いを知ることができ、参加者も非常に満足
していました。
　　素晴らしい講師を紹介していただき、ありがとうご
ざいました。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

【生徒の感想】

【先生の感想】

茨城県立つくば特別支援学校
学 校 長： 中村　千秋
実施日時： 令和５年９月７日（木）　13：30～14：05
実施場所： 会議室
対　　象： 中学部２年６名
講　　師： トロプチン　ニキタさん/ウクライナ/

留学生親善大使
ラマ　サミナさん/ネパール/

留学生親善大使
【活動内容】

●講師自己紹介
● �講師出身国の生活（母国の食べ物、服、家など）
について

● 体験活動（民族衣装、楽器、ダンス）
● 質疑応答　　　 ● 集合写真撮影　　　 ● 感想発表

【参加者の感想】

【担当者の感想】

那珂市国際交流協会
会　　長： 大和田　和男
実施日時： 令和５年10月14日（土）　13：00～15：30
実施場所： ふれあいセンターごだい　多目的室
対　　象： 市民、那珂市国際交流協会会員　25名
講　　師： チン　テク　チングさん/マレーシア/

留学生親善大使
【活動内容】

● 出身国マレーシアの紹介
● 質疑応答　　　 ● 交流会

特別支援学校事例 生涯学習事例
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＊活用例の詳細につきましては、背表紙（３）ワールドキャラバン活用の例をご覧ください。

民族楽器演奏体験
（学校法人緑丘学園　EIKOデジタル・クリエイティブ高等学校　水戸本校）

民族舞踊
（龍ヶ崎市立松葉小学校）

各国料理教室
（つくばみらい市立伊奈公民館）

オンラインでの実施
（守谷市立郷州小学校）

国際理解教育ワークショップ
（牛久市国際交流協会）

JICA海外協力隊体験談
（水戸英宏小学校）

留学生シンポジウム
（茨城県高等学校国際教育研究協議会）

NGO団体の支援活動紹介
（小美玉市立美野里中学校）

ワールドキャラバン
活用のバリエーション

ワールドキャラバンには、国際理解を深める
ための色々な活用法があります。
イベントや交流会等、目的に合わせた場面で
ご活用ください！
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ワールドキャラバン実施校／団体一覧表令和
５年度

No. 派　　遣　　先 開　催　日

１ 牛久市国際交流協会（１/４） 令和５年 ６月２日

２ メサフレンドシップ（１/２） 令和５年 ６月６日

３ 茨城県高等学校国際教育研究協議会（１/２） 令和５年 ６月９日

４ 鉾田市立大洋小学校 令和５年 ７月５日

５ 小美玉市立小川南小学校 令和５年 ７月10日

６ 茨城県立水戸桜ノ牧高等学校 令和５年 ７月11日

７ 学校法人緑丘学園　EIKOデジタル・
クリエイティブ高等学校　水戸本校 令和５年 ７月19日

８ つくばみらい市立伊奈公民館（１/４） 令和５年 ７月22日

９ 公益財団法人　水戸市国際交流協会 令和５年 ７月23日

10 つくばみらい市立伊奈公民館（２/４） 令和５年 ７月29日

11 茨城県立図書館（１/２) 令和５年 ７月30日

12 牛久市国際交流協会（２/４） 令和５年 ８月10日

13 茨城県立つくば特別支援学校 令和５年 ９月７日

14 下妻市立大宝小学校 令和５年 ９月12日

15 小美玉市立玉里学園義務教育学校 令和５年 ９月13日

16 茨城県高等学校国際教育研究協議会（２/２） 令和５年 ９月13日

17 茨城県立鹿島高等学校附属中学校（１/２） 令和５年 ９月14日

18 茨城県立伊奈特別支援学校 令和５年 ９月15日

19 メサフレンドシップ（２/２） 令和５年 ９月19日

20 茨城大学教育学部附属特別支援学校（１/２） 令和５年 ９月21日

21 水戸内原国際交流ふれあいの会（１/４） 令和５年 ９月23日

22 石岡市立杉並小学校 令和５年 ９月27日

23 ひたちなか市立東石川小学校 令和５年 ９月27日

24 茨城県立協和特別支援学校 令和５年 ９月29日

25 水戸内原国際交流ふれあいの会（２/４） 令和５年 10月７日

26 茨城県八千代町（１/３） 令和５年 10月８日

27 那珂市国際交流協会（１/２） 令和５年 10月14日

28 桜川市国際交流協会 令和５年 10月15日

29 茨城県立結城第二高等学校 令和５年 10月16日

30 大成女子高等学校 令和５年 10月23日

31 茨城県立友部東特別支援学校 令和５年 10月25日

32 筑西市立新治小学校 令和５年 10月26日

33 つくば開成高等学校 令和５年 10月27日

No. 派　　遣　　先 開　催　日

34 茨城県立並木中等教育学校 令和５年 10月30日

35 つくばみらい市立伊奈公民館（３/４） 令和５年 11月４日

36 茨城県立土浦第二高等学校 令和５年 11月８日

37 牛久市国際交流協会（３/４） 令和５年 11月10日

38 神栖市立軽野東小学校 令和５年 11月15日

39 稲敷市姉妹都市交流委員会 令和５年 11月18日

40 茨城大学教育学部付属特別支援学校（２/２） 令和５年 11月24日

41 つくば国際大学高等学校 令和５年 11月28日

42 茨城県立盲学校 令和５年 11月29日

43 茨城県立石岡特別支援学校 令和５年 11月30日

44 牛久市立おくの義務教育学校 令和５年 12月１日

45 水戸内原国際交流ふれあいの会（３/４） 令和５年 12月２日

46 つくばみらい市立伊奈公民館（４/４） 令和５年 12月２日

47 日立市立坂本中学校 令和５年 12月12日

48 茨城県立茨城東高等学校 令和５年 12月12日

49 茨城県立美浦特別支援学校 令和５年 12月15日

50 清真学園高等学校・中学校 令和５年 12月16日

51 茨城県八千代町（２/３） 令和５年 12月16日

52 東洋大学附属牛久高等学校 令和５年 12月18日

53 北茨城市立関本小学校 令和５年 12月19日

54 牛久市国際交流協会（４/４） 令和６年 １月19日

55 茨城県立土浦特別支援学校 令和６年 １月23日

56 那珂市国際交流協会（２/２） 令和６年 １月30日

57 水戸内原国際交流ふれあいの会（４/４） 令和６年 ２月３日

58 茨城県八千代町（３/３） 令和６年 ２月４日

59 つくば市立沼崎小学校 令和６年 ２月13日

60 古河市立古河第六小学校 令和６年 ２月20日

61 茨城県立鹿島高等学校附属中学校（２/２） 令和６年 ２月15日

62 茨城県立結城特別支援学校 令和６年 ２月22日

63 愛国学園大学附属龍ヶ崎高等学校 令和６年 ２月26日

64 筑西市国際友好協会 令和６年 ３月３日

65 日立市立坂本小学校 令和６年 ３月18日

66 茨城県立図書館（２/２） 令和６年 ３月20日
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（１）派遣先
茨城県内の小・中学校及び義務教育学校、高等学校（中等教育学校を含む）、特別支援学校、生涯学習関連団体

（２）派遣する人材
Ａ　外国人講師
①�留学生（（公財）茨城県国際交流協会が任命した茨城県留学生親善大使等、茨城県内の大学や高校に在学す
る留学生）
②在住外国人（県内に在住する外国人（各国事情紹介講師）や県の国際交流員（CIR）、外国語指導助手（ALT））
Ｂ　日本人講師　
①�参加型学習を実施するファシリテーター（異文化理解、開発途上国への理解を深めるためのゲーム、ロール
プレイなどを実施します）
②県内のNGO等国際交流協力活動実践者及び海外活動経験者
③JICA海外協力隊及びJICA派遣専門家等
Ｃ　コーディネーター（日本人）
企画内容について、派遣先の相談に応じ、講師との連絡・調整、当日の進行役をします。

（３）ワールドキャラバン活用の例
①総合的な学習の時間で、世界の遊びや民族衣装、舞踊など披露してもらう。（小・中学校及び義務教育学校）
②�道徳や特別活動、社会科等の授業で、JICA海外協力隊の現地活動の様子等を紹介してもらう。（小・中学校及
び義務教育学校）
③道徳の授業等で、留学生とともに昨今の社会問題について出身国の状況も踏まえながら話しあう。（高校）
④�地理歴史・公民等の授業に外国人を講師として招き、出身国・地域の社会情勢や風土について紹介してもらい、
理解促進の一助とする。（高校）
⑤世界の料理を紹介してもらい食文化の交流を図る。（生涯学習関連団体）
⑥�県内のNGO等国際交流協力活動者を講師として招き、団体の活動内容に関する講演を行ってもらい、国際協
力や国際理解・国際貢献の重要性を知る。（生涯学習関連団体）
⑦ファシリテーターの進行により、シミュレーションゲームやロールプレイ、ワークショップを体験する。

○派遣を希望する学校は、派遣申請書を募集期間内に協議会事務局まで提出してください。
募 集 期 間　　令和６年４月１日～令和６年６月30日
事業実施期間　　令和６年９月１日～令和７年２月28日

※�学校・団体で費用負担可能な場合、
　この限りではありません。ご相談ください。

　県内の国際理解教育推進のための役立つ教材（各国の国旗、民族衣装、工芸品、図書等）を各学校や
生涯学習センター、その他国際理解教育を実施する個人・団体に貸出します。
　教材の紹介、貸出方法や申請書のダウンロードは、公益財団法人茨城県国際交流協会のホームページ
をご覧ください。

茨城県国際理解教育推進協議会事務局（公益財団法人茨城県国際交流協会内）
〒310-0851　茨城県水戸市千波町後川745　ザ・ヒロサワ・シティ会館分館２階
TEL：029－241－1611　FAX：029－241－7611　E-mail：iia@ia-ibaraki.or.jp

ワールドキャラバン実施要領令和
６年度

（詳細は公益財団法人茨城県国際交流協会のホームページ https://www.ia-ibaraki.or.jp/ をご覧下さい。）
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02

派遣内容

申し込み手続き

お 問 い
合わせ先

国際理解教育教材「ワールドボックス」貸出しのご案内


